


1998 2004



1997






1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000

BOD)







[]

Fish Capture Site

Sewage Treatment Plant




1998 2001



m 1998 2001



(49.5 )

(50.5






















8%

2%

1%

2% | >

5%















4-1-






10

1 -

0.1

0.01

0.001

0.0001 |

0.00001
0.000001

(1/5000)




(1/150)




NOEC

PNEC

247000 or 24700 or
470000 47000
YA
6080 608
9920 092

4-t-

ng/l









Normal Testis



Abnormal Testis



Abnormal Testis




1993 2001



10









(Sewage
Treatment Plant)

2002-2003 |
6 9 12 3 TOKYO BAY













Sea bass



2002-2003

o}

Grey mullet

Dotted gizzard shad

Scaled sardine

Ponyfish

Sea bass

Conger

Testis-Ova




+

Location

Grey mullet

Testis-Ova




10/24
0/37
1/16






1000000

100000

10000 |

1000

100

10

S A AN AAAANANANARARARI




2003

. ng/ml

avg.

MaxX.







E2

2003



















	魚のメス化と環境ホルモンの影響
	これまでの環境ホルモン研究（1998～2004年度）
	多摩川のコイ　　メス化問題
	この調査結果が提起したこと
	研究課題
	調査地点と下水処理場（水再生センター）
	多摩川のコイ　雌雄数の偏りなし
	多摩川　コイの雌雄数の総括
	オスがメス特異タンパク（ビテロゲニン）を　　　　　　　産生する問題
	ビテロゲニン(卵黄タンパク前駆物質)とは
	雄コイのビテロゲニン　全国河川との比較
	雄コイのビテロゲニン濃度
	下水処理場におけるエストロゲンの減少率（流入水　→　放流水）
	女性ホルモンは下水処理場で　　減少する
	ビテロゲニンと女性ホルモン
	環境ホルモンの影響はないのか？
	環境ホルモンの中で女性ホルモンのように作用する人工化学物質ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA（プラスチック原料）ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ　(工業用洗剤の分解物）4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ
	
	多摩川において女性ホルモンとして作用している物質
	コイの生殖腺調査の結果
	正常な精巣（組織）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対物レンズ　×４０
	異常な精巣（こぶ状の組織）
	異常な精巣（ひも状の組織）
	雄コイの精巣　　異常割合
	コイの精巣異常の原因は？
	河川での調査　まとめ
	東京湾の魚類を対象にした調査
	調査地点と下水処理場の位置
	精巣卵の出現
	スズキ、マアナゴの精巣卵
	魚種別雄数と精巣卵（尾）2002-2003年度
	ボラ　：　地点別雄数と精巣卵の出現数
	雄ボラの精巣卵
	雄ボラのビテロゲニン
	個体別　雄ボラのビテロゲニン濃度
	雄ボラのビテロゲニン（卵黄タンパク前駆体）濃度                                                                        2003年度
	魚類調査地点　表層水の女性ホルモン作用強度
	女性ホルモン濃度の高い地点
	環境ホルモンの中で女性ホルモンのように作用する人工化学物質
	海域調査のまとめ
	総まとめ　１
	総まとめ　２

